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学認クラウドオンデマンド構築サービス(OCS)とは

 解きたい課題
 （複数）クラウドやオンプレ環境の違いを意識することなくアプリケーション実行環境を構築した

い

 アプローチ
 ユーザからはJupyter Notebook（テンプレート）で操作

構築手順を保存でき、再現も容易。他者が作成したテンプレートも流用可能。

 ユーザとクラウド（オンプレ）の間にVirtual Cloud Provider (VCP)を設けることで、クラウド間
のAPIの違いを吸収
ユーザ側のJupyter NotebookにVCP SDKを提供することでVCPへのアクセスをサポート

 用途
 運用システムの安全・安定運用
 資源不足による研究遅延の低減

混雑時に不足する計算資源をクラウドから確保

 資源内容、数が頻繫に変化するシステムの運用
 研究環境の長期再現
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動作フロー
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OCS構造
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サービス版とポータブル版

5 Copyright 2022 National Institute of Informatics

サービス版

ポータブル版

ハンズオンセミナー（ ）OCS 2022.3.25

長所：
NII側でVCP運用・保守

短所：
NIIへのVCP構築申請
が必要

長所：
VCP構築申請が不要と
なり、すぐに利用可

短所：
利用機関側でVCP構築・
運用・保守



今回のハンズオン概要

① 学認クラウドオンデマンド構築サービスの概要
 学認クラウドオンデマンドサービスの構成、クラウドプロバイダとの接続形態、利用要

件などを説明

② 学認クラウドオンデマンド構築サービスハンズオン（基礎編）
 学認クラウドオンデマンド構築サービスの基本的な利用方法を体験

③ OpenHPCv2上での機械学習アプリケーション環境の構築
 HPCテンプレートv2を利用して機械学習アプリケーション環境を構築し、手書き数字

認識の機械学習を実行し、さらに、手書き数字入力環境を構築し、先の学習結果を利
用した手書き数字認識を体験
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今後の展開

 運用
 2022年4月よりSINET6に移行して運用

SINET6向け運用システムの構築を終了し、新システムで運用を開始
既存の利用機関・利用グループの移行も完了

 大学・研究機関で共創する産学官連携のためのデータプラットフォーム（mdx）との連
携 （https://mdx.jp/）
来年度より、mdx上の計算資源割当機能をサポート予定。

 ハンズオン
 年に６回程度開催しており、次回は国立情報学研究所 オープンフォーラム関連イベ

ントとして６月頃開催予定。

 試用環境
 ハンズオン受講者を対象にした試用環境の提供予定。

 各種お問い合わせ
 NIIクラウド支援室 cld-office-support@nii.ac.jp
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今日の構築環境
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